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○
…
露
地
１０

㌃
で
野
菜
を
年

間
１
０
０
品
目

ほ
ど
栽
培
す
る

中
能
登
町
の
片
岡
美
枝
子
さ
ん

（
７２
）は
、
今
年
か
ら
旬
の
カ
ラ

ー
野
菜
を
使
っ
て
ピ
ク
ル
ス
を

製
造
・
販
売
し
、
道
の
駅
で
好

評
を
得
て
い
る
。

　
カ
ラ
ス
は
そ
の
賢
さ
故
か
、
時

に
面
白
い
行
動
を
す
る
。
今
回

は
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し
た
い
。

　
電
線
に
逆
さ
ま
に
ぶ
ら
下
が

る
。
滑
り
台
や
雪
山
を
滑
る
。
動

物
の
尻
尾
を
し
つ
こ
く
引
っ
張

る
。
こ
れ
ら
の
カ
ラ
ス
の
変
わ
っ

た
行
動
に
は
、
特
に
意
味
が
あ
る

と
思
え
な
い
。
ヒ
ト
が
出
す
栄
養

価
の
高
い
食
べ
物
を
容
易
に
摂
取

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、

余
暇
が
う
ま
れ
、
こ
れ
ら
遊
び
と

思
わ
れ
る
よ
う
な
行
動
を
す
る
よ

う
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
カ
ラ
ス
が
幼
稚
園
の
石
け
ん
や

神
社
の
ろ
う
そ
く
を
持
ち
去
る
と

い
う
行
動
が
あ
る
。
こ
の
行
動
に

は
、
石
け
ん
や
ろ
う
そ
く
が
油
脂

か
ら
作
ら
れ
る
か
ら
な
の
か
、
カ

ラ
ス
は
そ
れ
ら
を
脂あ

ぶ
らと
見
間
違
え

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
説

が
あ
る
。

　
と
い
う
の
も
、
カ
ラ
ス
は
脂
質

が
大
好
物
だ
。
カ
ラ
ス
に
と
っ
て

雨
に
ぬ
れ
る
こ
と
は
、
体
温
の
低

下
に
つ
な
が
る
た
め
死
活
問
題
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
カ
ラ
ス
は
全
身

を
防
水
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
す
る
た
め

に
、
尾
羽
の
付
け
根
に
あ
る
尾
腺

と
い
う
器
官
か
ら
脂
を
出
し
、
全

身
の
羽
に
塗
り
こ
む
。
カ
ラ
ス
の

脂
質
へ
の
嗜し

好こ
う

性
の
高
さ
は
、
防

水
用
の
脂
を
摂
取
す
る
た
め
な
の

だ
。

　
レ
ー
ル
の
上
へ
の
置
き
石
と
い

う
非
常
に
危
な
い
行
動
も
あ
る
。

あ
る
鉄
道
会
社
は
、
頻
発
す
る
謎

の
置
き
石
事
件
に
悩
ま
さ
れ
て
い

た
が
、
監
視
カ
メ
ラ
を
仕
掛
け
て

み
る
と
、
な
ん
と
犯
人
は
カ
ラ
ス

で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
カ
ラ
ス
の

貯
食
と
呼
ば
れ
る
行
動
が
引
き
起

こ
し
た
事
件
で
あ
っ
た
。

　
貯
食
と
は
、
食
べ
物
を
手
に
入

れ
た
際
、
す
ぐ
に
は
食
べ
ず
隠
し

て
お
く
行
動
だ
。
そ
の
隠
し
場
所

は
、
木
の
洞
や
屋
根
、
街
頭
ス
ピ

ー
カ
ー
な
ど
多
種
多
様
で
あ
る
。

線
路
に
敷
か
れ
た
バ
ラ
ス
ト
の
隙

間
は
、
食
べ
物
を
隠
し
や
す
い
場

所
の
よ
う
だ
。
た
だ
、
カ
ラ
ス
も

ど
こ
に
隠
し
た
か
忘
れ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
る
ら
し
い
。そ
の
た
め
、

　
肥
育
専
業
で
黒
毛
和
牛
７
２

０
頭
を
飼
養
し
、
１
年
間
に
４

２
２
頭
出
荷
す
る
。
肉
質
等
級

４
以
上
格
付
け
率
８３
・
０
％
を

実
現
し
て
い
る
。

　
県
畜
産
協
会
の
経
営
診
断
を

基
に
経
営
改
善
に
取
り
組
み
、

死
亡
事
故
頭
数
を
減
ら
す
こ
と

と
、
増
体
量
と
枝
肉
重
量
の
バ

ラ
ン
ス
是
正
に
特
に
力
を
入
れ

て
き
た
。
個
体
観
察
を
重
視

し
、
従
業
員
と
と
も
に
深
夜
に

牛
舎
巡
回
を
し
て
異
常
を
早
期

に
発
見
。
従
業
員
と
は
１
日
２

回
の
休
憩
時
間
に
、
前
日
の
出

荷
牛
の
枝
肉
成
績
な
ど
の
情
報

共
有
を
図
る
。

　
２
０
１
０
年
に
２２
頭
（
事
故

率
３
・
１
％
）
だ
っ
た
死
亡
事

故
頭
数
は
、
１８
年
に
は
９
頭

（
同
１
・
１
％
）
ま
で
減
少
し

て
い
る
。

　
肥
育
成
績
の
バ
ラ
つ
き
を
防

ぐ
た
め
、
肥
育
前
期
は
４
～
８

頭
に
群
分
け
し
、
飼
槽
を
区
切

っ
て
飼
料
摂
取
量
に
差
が
出
な

い
よ
う
に
す
る
。
７
カ
月
目
に

個
体
間
の
相
性
を
考
慮
し
て
２

～
３
頭
の
仕
上
げ
舎
に
移
動
さ

せ
、
ス
ト
レ
ス
を
低
減
さ
せ
て

い
る
。

　
素も

と

牛う
し

は
鹿
児
島
県
の
離
島
か

　
○
…
緑
色
の
「
ビ
タ
ミ
ン
大

根
」
や
中
が
赤
い
「
北
京
水
大

根
」
、
赤
カ
ブ
「
も
も
の
す

け
」
、
生
食
で
も
お
い
し
い
ニ

ン
ジ
ン
「
ア
ロ
マ
レ
ッ
ド
」
な

ど
を
栽
培
す
る
。

　
○
…
「
加
工
は
野
菜
の
お
い

し
さ
を
生
か
す
方
法
で
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
」と
片
岡
さ
ん
。

ピ
ク
ル
ス
は
保
存

料
無
添
加
で
、
昆

布
だ
し
ベ
ー
ス
の

和
風
の
ま
ろ
や
か

な
味
わ
い
が
特
徴

だ
。
大
き
さ
や
熟

度
に
よ
っ
て
調
味

料
や
漬
け
込
み
時

間
を
加
減
す
る
。

　
　
　
　
　
　
（
石
川
支
局
）

遊
び
と
思
わ
れ
る
不
可
解
行
動

⑤ 知られざるおもしろ生態

目
印
と
し
て
石
を
レ
ー
ル
の
上
に

置
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
私
が
一
番
好
き
な
の
は
、
カ
ラ

ス
が
シ
カ
の
耳
に
シ
カ
の
ふ
ん
を

詰
め
る
行
動
だ
。
シ
カ
に
と
っ
て

は
迷
惑
千
万
だ
と
思
う
が
、
当
の

シ
カ
は
あ
ま
り
気
に
し
て
い
な
い

よ
う
だ
。
非
常
に
滑
稽
な
行
動
だ

が
、
な
ぜ
こ
ん
な
こ
と
を
す
る
の

か
。
貯
食
に
似
た
行
動
で
は
あ
る

が
、
カ
ラ
ス
は
シ
カ
の
ふ
ん
を
食

べ
て
い
な
い
。
実
は
、
貯
食
か
ら

派
生
し
た
行
動
と
し
て
、
カ
ラ
ス

は
お
気
に
入
り
（
？
）
の
物
を
隠

す
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

シ
カ
へ
の
迷
惑
行
為
も
そ
の
一
つ

と
考
え
ら
れ
る
。

　
残
念
な
が
ら
私
は
こ
の
行
為
を

目
に
し
た
こ
と
が
な
く
、
い
つ
か

実
際
に
見
て
み
た
い
。
こ
の
行
動

を
見
か
け
た
方
は
、
ぜ
ひ
ご
一
報

い
た
だ
き
た
い
。

　
（
塚
原　

直
樹　
株
式
会
社
Ｃ

ｒ
ｏ
ｗ
Ｌ
ａ
ｂ
代
表
）

　中央畜産会は１１月２５日、東京都港区で20１９年度
「全国優良畜産経営管理技術発表会」を開いた。
各県の推薦事例から選考された８事例を審査し、
最優秀賞４点、優秀賞４点を決定した。最優秀賞
を受賞した酪農と肉用牛の経営概要を紹介する。

　
【
長
崎
支
局
】
大
麦
１０
・
６

㌶
、
大
豆
７
㌶
の
ほ
か
、
３
・

６
㌶
で
水
稲
種
子
を
生
産
し
、

水
田
フ
ル
活
用
に
取
り
組
む
壱

岐
市
の
農
事
組
合
法
人
平ひ

ろ

人う
と

営

農
組
合
。
構
成
員
の
高
齢
化
や

減
少
に
伴
う
作
業
の
遅
れ
を
解

消
し
よ
う
と
、
農
業
機
械
の
導

入
・
改
良
に
積
極
的
に
取
り
組

む
。

　
「
『
農
作
業
は
き
つ
い
か
ら

出
務
し
た
く
な

い
』
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
少
し

は
変
わ
っ
て
い

け
ば
い
い
な
と

思
い
ま
す
」
と

山
下
重
樹
代
表

（
６２
）。
少
人
数

・
短
時
間
で
作

業
が
終
わ
る
た

め
疲
労
が
減
り

次
の
作
業
に
早

く
取
り
掛
か
れ

Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
ミ
ナ
ミ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
防
除

赤
大
根
と
ピ
ク
ル
ス
を
手
に
片
岡
さ
ん

　
大
阪
府
立
環
境
農
林
水
産
総
合
研

究
所
な
ど
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
施

設
栽
培
の
ナ
ス
や
メ
ロ
ン
な
ど
に
赤

色
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）
を

使
っ
て
ミ
ナ
ミ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ

を
防
除
す
る
技
術
を
開
発
し
、
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
公
開
し
た
。
現
場
で
課
題

と
な
っ
て
い
る
殺
虫
剤
抵
抗
性
の
対

策
と
し
て
役
立
つ
と
し
て
い
る
。

　
研
究
で
は
、
作
物
の
葉
に
照
射
す

る
と
、
ミ
ナ
ミ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ

の
成
虫
が
作
物
に
近
づ
く
行
動
が
抑

制
さ
れ
る
と
明
ら
か
に
し
た
。
照
射

時
間
は
日
中
１２
時
間
程
度
。
天
敵
カ

ブ
リ
ダ
ニ
類
に
は
影
響
し
な
い
。
赤

色
防
虫
ネ
ッ
ト
や
光
反
射
シ
ー
ト
と

も
併
用
で
き
る
。

　
た
だ
し
、
既
に
定
着
し
て
い
る
ア

ザ
ミ
ウ
マ
に
は
効
果
が
な
い
。
ま

た
、
夜
間
に
使
う
と
成
虫
が
誘
引
さ

れ
逆
効
果
に
な
る
。

　
株
式
会
社
光
波
が
新
規
害
虫
防
除

資
材
「
赤
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
除
装
置
」
を

販
売
予
定
。
装
置
に
使
わ
れ
て
い
る

赤
色
の
光
は
人
体
に
は
無
害
と
し
て

い
る
。

　
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
「
赤
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に

よ
る
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
防
除
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
の
名
前
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公

開
し
、
防
除
の
仕
組
み
や
装
置
導

入
、
利
用
に
関
す
る
手
引
き
を
記
載

し
て
い
る
。

経
営
改
善
に
成
果

　
経
産
牛
２
７
０
頭
を
含
む
合

計
３
８
０
頭
を
フ
リ
ー
ス
ト
ー

ル
方
式
で
飼
育
。
経
産
牛
１
頭

当
た
り
の
年
間
乳
量
は
８
０
３

８
㌔
で
、
平
均
産
次
数
３
・
２

産
、
平
均
分ぶ

ん

娩べ
ん

間
隔
１３
・
７
カ

月
と
な
っ
て
い
る
。

　
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
関
係
機
関
の
協
力
を
得

て
、
５
年
・
１０
年
の
長
期
経
営

計
画
を
作
成
。
計
画
に
基
づ
い

て
規
模
拡
大
を
進
め
、
法
人
化

し
た
結
果
、
現
在
の
飼
育
頭
数

は
経
営
移
譲
を
受
け
た
１
９
９

８
年
当
時
と
比
較
し
て
５
倍
以

上
と
な
っ
て
い
る
。

　
自
給
飼
料
生
産
で
は
、
自
給

肥
料
と
カ
リ
成
分
が
少
な
い
購

入
肥
料
を
組
み
合
わ
せ
、
地
域

平
均
の
１０
㌃
当
た
り
収
量
３
５

０
０
㌔
を
大
き
く
上
回
る
４
１

８
５
㌔
を
達
成
。
地
域
の
コ
ン

ト
ラ
ク
タ
ー
を
活
用
し
て
、
自

家
生
産
飼
料
の
４５
％
（
Ｔ
Ｄ
Ｎ

換
算
）
に
当
た
る
細
切
り
サ
イ

レ
ー
ジ
を
確
保
す
る
。

　
従
業
員
は
８
人
。
１
日
８
時

間
労
働
や
社
会
保
険
へ
の
加
入

な
ど
、
雇
用
条
件
や
就
業
規
則

を
明
確
に
し
、
５
～
１０
年
の
長

期
雇
用
に
つ
な
げ
て
い
る
。
独

立
を
希
望
す
る
従
業
員
に
は
、

飼
養
管
理
技
術
だ
け
で
な
く
、

経
営
に
必
要
な
知
識
も
指
導
す

る
。
こ
れ
ま
で
に
従
業
員
２
人

が
同
町
内
で
独
立
し
た
。

成
虫
の
行
動
を
抑
制
す
る
赤
色

Ｌ
Ｅ
Ｄ
資
材（
提
供：大
阪
府
立

環
境
農
林
水
産
総
合
研
究
所
）

法
面
草
刈
機
を

上
下
か
ら
使

い
、
作
業
安
全

性
を
高
め
る

水
稲
・
大
麦
・
大
豆
の
作
業
負
担
を
軽
減

機
械
化
で
水
田
フ
ル
活
用

る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
。

　
大
豆
作
で
は

県
事
業
を
活
用

し
て
摘
芯
機
を
導
入
。
播
種
時

期
に
よ
る
作
期
分
散
で
組
合
員

の
負
担
を
減
ら
す
。
圃
場
の
ほ

と
ん
ど
が
傾
斜
地
の
た
め
、
法の

り

面め
ん

草
刈
機
を
上
下
か
ら
使
い
、

滑
り
落
ち
る
危
険
を
減
ら
す
。

水
稲
の
溝
切
り
作
業
は
田
植
機

を
改
良
し
て
乗
っ
た
ま
ま
作
業

で
き
る
よ
う
に
し
て
、
歩
行
用

溝
切
機
で
最
長
１
５
０
㍍
を
歩

い
て
い
た
作
業
を
軽
減
し
た
。

長
崎
県
・
平
人
営
農
組
合

全国優良畜産経営管理技術発表会

ら
導
入
す
る
。
地
域
内
で
の
競

合
を
避
け
、
導
入
価
格
の
面
で

も
有
利
性
が
あ
る
と
い
う
。
ま

た
、
飼
料
の
共
同
購
入
や
稲
発

酵
粗
飼
料
（
Ｗ
Ｃ
Ｓ
）
の
増
産

な
ど
に
努
め
、
コ
ス
ト
削
減
額

は
出
荷
牛
１
頭
当
た
り
推
定
１２

万
円
以
上
に
な
る
。

　
繁
殖
雌
牛
１
６
５
頭
を
飼
養

し
、
１９
・
５
㌶
・
延
べ
３７
・
５

㌶
で
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
自
給

飼
料
を
生
産
す
る
。

　
繁
殖
管
理
シ
ス
テ
ム
や
Ｔ
Ｍ

Ｒ
ミ
キ
サ
ー
、
分ぶ

ん

娩べ
ん

監
視
カ
メ

ラ
な
ど
の
先
進
シ
ス
テ
ム
を
地

域
に
先
駆
け
て
導
入
し
、
省
力

化
や
管
理
の
高
度
化
を
図
っ
て

お
り
、
地
域
農
家
に
普
及
し
て

い
る
。

　
繁
殖
管
理
で
は
、
牛
の
行
動

量
セ
ン
サ
ー
や
Ａ
Ｉ
（
人
工
知

能
）
も
活
用
す
る
。
発
情
を
検

知
す
る
と
自
動
通
報
さ
れ
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
携
帯
端

末
で
管
理
で
き
る
仕
組
み
と
目

視
を
合
わ
せ
、
平
均
分
娩
間
隔

３
７
７
日
、
子
牛
生
産
率
９１
・

２
％
を
達
成
し
た
。

　
繁
殖
雌
牛
用
の
粗
飼
料
は
自

給
率
１
０
０
％
で
、
飼
料
用
稲

１４
㌶
の
う
ち
９
・
２
㌶
は
水
田

営
農
組
合
に
委
託
す
る
な
ど
、

耕
畜
連
携
に
も
取
り
組
む
。

　
疾
病
対
策
に
万
全
を
期
し
、

獣
医
師
の
指
導
の
も
と
作
成
し

た
疾
病
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従

い
、
衛
生
対
策
を
実
施
。
細
霧

装
置
を
設
置
し
、
定
期
的
な
消

毒
薬
噴
霧
で
呼
吸
器
病
な
ど
の

低
減
に
努
め
る
。

　
親
子
３
家
族
で
の
共
同
管
理

体
制
を
取
り
、
不
慮
の
事
態
に

カ
バ
ー
で
き
る
よ
う
備
え
て
い

る
。
昼
食
時
以
外
に
１
日
２

回
、
休
憩
を
兼
ね
て
集
ま
り
、

情
報
を
共
有
。
こ
れ
ら
の
積
み

重
ね
で
、
子
牛
１
頭
当
た
り
の

所
得
は
約
４８
万
円
・
所
得
率
５０

・
７
％
を
実
現
し
て
い
る
。

　
▼
そ
の
他
の
受
賞
者

　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
全
国
優
良
畜
産
経
営
〈
最
優

秀
賞
〉
＝
有
限
会
社
花
田
養
豚

場
（
養
豚
・
新
潟
県
十
日
町

市
）、〈
優
秀
賞
〉
＝
野
脇
広
夢

（
肉
用
牛
繁
殖
・
北
海
道
む
か

わ
町
）、
有
限
会
社
小
田
切
農

場
（
肉
用
牛
一
貫
・
長
野
県
東

御
市
）、
末
吉
久
美
・
富
美
子

（
肉
用
牛
繁
殖
・
長
崎
県
松
浦

市
）、
荒
牧
光
博
・
慶
子
（
肉

用
牛
一
貫
・
熊
本
県
高
森
町
）

　
エ
コ
フ
ィ
ー
ド
を
活
用
し
た

畜
産
物
生
産
の
優
良
事
例
〈
優

秀
賞
〉
＝
株
式
会
社
悠
牧
舎

（
養
豚
・
群
馬
県
）、
有
限
会

社
小
野
養
豚
（
養
豚
・
山
口

県
）、〈
特
別
賞
〉
＝
大
阪
府
立

農
芸
高
等
学
校
、
熊
本
県
立
熊

本
農
業
高
等
学
校

電線に逆さまにぶら下
がるのは、遊びをして
いるのかもしれない

列車のレールに石を置く事件も発生

酪農

長
期
計
画
で
規
模
を
拡
大

雇
用
環
境
整
備
し
定
着
化

ヨ
シ
ダ
フ
ァ
ー
ム
　
北
海
道
枝
幸
町

肉用牛肥育

個
体
観
察
で
深
夜
も
巡
回

死
廃
事
故
が
６
割
減

宮
崎
陽
輔
さ
ん
　
佐
賀
県
唐
津
市

肉用牛繁殖

先
進
シ
ス
テ
ム
積
極
導
入

平
均
分
娩
間
隔　

日
に

㈱
中
野
フ
ァ
ー
ム
　
鹿
児
島
県
鹿
屋
市

吉田明彦代表

宮崎さん
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